
 

 

 

日本社会福祉学会 中国・四国地域ブロック 

第 47 回 愛媛大会 

 

大会テーマ 

～社会福祉法人による地域貢献のあり方を問う～ 

 

開催要項 

 

日時：2015 年 7 月 4日（土）9：30～16：30 

会場：聖カタリナ大学 1、2 号館 

【〒799-2496 愛媛県松山市北条 660 番地】 

 

問い合わせ先：聖カタリナ大学 1 号館 高杉研究室 

TEL:089－993－0702 FAX:089－993-0900 

E-mail: dpjxc602@yahoo.co.jp 【大会申込専用アドレス】 

mailto:dpjxc602@yahoo.co.jp
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日本社会福祉学会 中国・四国地域ブロック 第 47 回愛媛大会 開催要項 

 

１． テーマ：社会福祉法人による地域貢献のあり方を問う 

 

２． 開催趣旨 

近年、社会福祉法人のあり方が問われており、非課税扱いにふさわしい地域貢献が求めら

れている。社会福祉法人を取り巻く環境も変化しており、多様で複雑なニーズを抱えた人々

が増加する中、そのような人々への社会福祉法人の積極的な支援も求められてきている。

本大会では、中国・四国地区の社会福祉法人を取り巻く現状を把握し、既に積極的に地域

貢献を行っている社会福祉法人をモデルとして、より多くの法人が地域貢献に取り組むこ

との出来る方策を検討する。 

 

３． 主催： 日本社会福祉学会 中国・四国地域ブロック 

後援： 愛媛県、愛媛県社会福祉士会、愛媛県精神保健福祉士協会、愛媛県社会福祉

協議会、松山市、松山市社会福祉協議会、愛媛県社会福祉法人経営者協議会 

 

４． 日時：2015 年 7 月 4 日（土）9：30～16：30（懇親会：17：00～19：00） 

 

５． 会場：聖カタリナ大学（〒799-2496 愛媛県松山市北条 660 番地）1、2 号館 

 

６． スケジュール： 

9：00～9：30  受付 

9：30～9：45  開会式  

挨拶：日本社会福祉学会中国・四国地域ブロック第 47 回 

大会委員長 恒吉 和徳 

日本社会福祉学会中国・四国地域ブロック委員長 横山 正博 

9：50～12：00 自由研究発表 

特定課題セッション：「中国・四国地方の中山間地における社会福祉研究」 

12：00～13：00 昼食 

  日本社会福祉学会 中国・四国地域ブロック総会（会員のみ） 

13：00～14：20 基調講演「社会福祉法人による地域貢献のあり方を問う」 

講師：久木元 司（社会福祉法人常磐会 理事長、全国経営者協議会 障害

者施設経営委員会 委員） 

14：20～14：30 休憩 
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14：30～16：20  シンポジウム「社会福祉法人の地域貢献を促進させる方法を考える～社会福

祉法人のあるべき姿と現実との対比から～」 

宮田 裕司（厚生労働省社会援護局 社会福祉法人の在り方等に関する検討

会 委員、社会福祉法人堺暁福祉会 理事） 

日下 直和（香川県社会福祉協議会 事務局次長） 

野中 康志（社会福祉法人松山紅梅会デイサービス梅本の里・小梅 所長） 

  聖カタリナ大学 准教授 高杉 公人 

16：20～16：30 閉会式 

17：00～19：00 懇親会 

 

７．参加申込： 参加申し込み締め切り 2015 年 6 月 19 日（金）まで 

別添の大会参加申込書に必要事項を記入の上、大会事務局まで FAX、E-mail

または郵送（消印有効）にてお申し込みください。 

 

８．懇親会： 参加申し込み締め切り 2015 年 6 月 19 日（金）まで 

  懇親会は、聖カタリナ大学 1 号館１Ｆ食堂で実施致します。 

別添の大会参加及び発表申込書に参加・不参加の記載がありますので、事前

にお申し込み下さい。 

 

９．参加費： 当日、直接受付でお支払いください（事前振り込みは出来ません）。出来るだ

け釣銭が要らないように参加費・懇親会費のご準備をお願い致します。 

 参加費 

 会員   1,500 円 

 非会員   2,000 円 

 学生（院生含む）  無料 

 懇親会費 

 事前申込者のみ  4,000 円 

 

１０．昼食： お弁当申し込み締め切り 2015 年 6 月 19 日（金）まで 

別添の大会参加申込書にお弁当の注文の記載がありますので、必要な方は事

前にお申し込み下さい。代金は当日に直接お支払いください。代金と引き換

えでお弁当のチケットをお渡しします 

弁当 

事前申込者のみ 800 円 

お弁当を注文されない方は、できるだけ事前に昼食を準備して会場にお越し

ください。会場の売店は空いていますが軽食のみの販売で、会場周辺で昼食

を取れる場所は非常に限られております。 

シンポジスト 

コーディネーター 
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１１．要約筆記： 午後からの基調講演とシンポジウムには、要約筆記を予定しています。 

 

１２．自由研究発表募集：  

自由研究発表（口頭発表のみ・ポスターセッション無し）の登録は 2015 年 5

月 29 日（金）、発表要旨は 2015 年 6 月 5 日（金）までです。（詳しくは 7ペ

ージをご覧下さい。） 

 

１３．特定課題セッション発表者募集： 

特定課題「中国・四国地方の中山間地における社会福祉研究」に関連する自

由研究発表を募集します。希望者は 2015 年 5 月 29 日（金）までに登録し、

2015 年 6 月 5 日（金）までに発表要旨をお送り下さい。（詳しくは 6ページ

をご覧下さい）。 

 

 

 

 

 

 

 

申し込み締め切り 

 

◎ 自由研究及び特定課題セッション登録締め切り  2015 年 5 月 29 日(金) 

◎ 自由研究及び特定課題セッション発表要旨締め切り 2015 年 6 月 5 日(金) 

◎ 事前参加申し込み締め切り           2015 年 6 月 19 日(金) 

 

申込先：〒799－2496 愛媛県松山市北条 660 番地 聖カタリナ大学 

           高杉研究室 

     E-mail:     dpjxc602@yahoo.co.jp 【大会申込専用アドレス】 

     FAX：       089-993-0900 

 

 

 

 

mailto:dpjxc602@yahoo.co.jp
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大会会場へのアクセス 

■車を利用される場合 

駐車場の数に限りがあります。別添の大会申

込書の駐車場の利用に○をして、事前に申し

出ておいて下さい。 

 

■ＪＲを利用される場合 

ＪＲ伊予北条駅で下車し、大会会場まで徒歩

で約 10 分です。※特急便のうち、伊予北条

駅に停車しない便もありますので、時刻表で

ご確認ください。 

愛媛県内 松山駅から 伊予北条駅（約 25 分） 

今治駅から 伊予北条駅（特急で約 25 分） 

宇和島駅から 伊予北条駅（特急で約 1 時間 40 分） 

香川県からは 高松駅から 伊予北条駅（特急で約 2 時間 20 分） 

高知県からは 高知駅から 多度津駅（特急で約 1 時間 50 分）乗換えて、伊予北条駅（特急で約 2 時間） 

岡山県からは 岡山駅から 伊予北条駅（特急で約 3 時間） 

 

   ■高速バスを利用して 

                       高知駅－松山駅（約２時間３０分） 

     

   ■船を利用して 

   広島（宇品）港－松山観光港（ｽｰﾊﾟｰｼﾞｪｯﾄ 

   約 1 時間 10 分） 

 

会場周辺の宿泊について 

大会会場の周辺には、宿泊施設がありません。最も公共交通機関へのアクセスが良いのはＪＲ松

山駅周辺で、幾つかビジネスホテルがあります。 

ＪＲ松山駅周辺のホテル 

ホテルサンルート松山 愛媛県松山市宮田町 391-8  ＴＥＬ：089-933-2811 

ターミナルホテル松山 愛媛県松山市宮田町 9-1  ＴＥＬ：089-947-5388 

スカイホテル  愛媛県松山市三番町 8－9－1 ＴＥＬ：089-947-7776 

 

＊松山市内のホテルであれば、路面電車（片道 160 円）でＪＲ松山駅まで移動できます。 
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1. 特定課題セッションのねらい 

特定課題セッションは、特定の研究テーマを指定し、そのテーマについて研究を行

っている学会員に発表を促す形態をとります。特に今回は、中国・四国地方の「中山

間地」の抱える福祉課題について研究を行っている学会員からの口頭発表を募集しま

す。この特定課題セッションを通じて実践研究の事例を集め、日本社会福祉学会 中

国・四国地域ブロック全体としてこの課題に伴う実践研究のあり方を探ることを目的

としています。 

特定課題セッションは、個別の研究発表の後に議論する時間を重視した研究発表の

形態です。自由研究発表では、限られた時間で質疑を行う場合が多いのですが、特定

課題セッションでは、複数の口頭発表の後に特定の研究テーマについて共同討議を行

う時間が十分に確保されています。共同討議を行うことで、研究者同士の交流を深め、

日本社会福祉学会中国・四国地域ブロックとして研究者を支援し、共同研究を促すこ

とがねらいです。特に、大学院生や社会福祉現場の人々からの応募が期待されます。 

 

2. 特定課題セッションへの応募と採択 

 応募を決定した学会員は、7ページの応募要領に従って、通常の自由研究発表への応

募と同様の形式でお申し込み下さい。日本社会福祉学会 中国・四国地域ブロック実

行委員会が内容を吟味し、採択を判定します。判定結果については、E-mail もしくは

郵送で通知を行います。なお、実行委員会より、特定課題セッションの応募者に対し

て、分科会での自由研究発表を通知する場合があります。もしも特定課題セッション

に採用されない場合に自由研究発表を取り下げたい方は、大会専用の E-mail アドレス

dpjxc602@yahoo.co.jp に連絡をお願いします。 

 

3. 当日の特定課題セッションの運営 

当日の特定課題セッションは、2時間 10 分と想定し、4報告が採択された場合の運

営は次のような時間配分が想定されます。 

コーディネーターによる特定課題説明         5 分 

報告者による発表                  各自 15 分 

質疑応答                      各自 5分 

共同討議                      35 分 

コーディネーターによる総括             10 分 

 

4. 特定課題セッションの中止について 

 もしも特定課題セッションの発表者が 2名に満たない場合は、特定課題セッション

を中止することがあります。その場合は、自由研究発表の分科会での発表となります。 

 

mailto:dpjxc602@yahoo.co.jp
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＜自由研究発表・特定課題セッション発表応募要領＞ 

 

以下の要領で「自由研究」及び「特定課題セッション」の発表者を募集します。 

 

１．発表資格： 日本社会福祉学会会員及び申請中の者であることが条件です。筆頭発表者（フ

ァースト・オーサー）は、中国・四国地域ブロックの会員のみです。なお、

共同発表者については他ブロックに所属する者でも可能です。 

 

２．発表件数： 筆頭発表者（ファースト・オーサー）は１演題に限ります。したがって、演

題の申し込みは必ず筆頭発表者が行ってください。演題の申込者と筆頭発表

者が異なる場合は受理できません。なお、筆頭発表者は発表とは別に、他の

研究発表等で共同研究者として名前を連ねることは可能です。 

 同一テーマによる発表は「その（１）」「その（２）」までとします。但し、ル

ールは１テーマ１発表なので、「その（１）」「その（２）」が認められるのは、

内容が別の研究と認められる場合になります。 

 

３．演題採択： 演題の採択については、査読を経て決定しお知らせします。また、査読の結

果、原稿の修正等を求めることがあります。修正を求められた場合には、修

正コメントに基づいて指定した期日までに再提出をしてください。再提出が

されない場合には、発表を受け付けられません。採否については、自由研究

発表申し込みに使用した E-mail もしくは住所に通知します。 

 

４．発表の日時・会場の決定： 

 大会実行委員会が日時と会場を決定致します。詳細は、演題採択の情報と共

に発表者に E-mail もしくは住所に通知します。 

 

５．申込方法： 「自由研究発表」及び「特定課題セッション」を希望される方は、参加申込

書にその旨を記載の上、締切期日までに 8 ページにある要旨のフォーマット

に従った原稿データ（word 形式に限る）を添えて、FAX、E-mail または郵送

で大会事務局までお送りください。E-mail アドレスは dpjxc602@yahoo.co.jp

です。 

 

６．発表時間： 自由研究発表：1発表につき 25 分（発表 15 分、質疑 10 分） 

 特定課題セッション：1発表につき 20 分（発表 15 分、質疑 5 分）＋共同討

議 35 分 

 

 

７．発表方法： プロジェクターを用いたパワーポイント等の使用については、申込書にその

旨を記載された方に限ります。パソコンは事務局で用意します（Windows８・

Powerpoint2010）。データは発表当日に USB メモリに保存して持参し、大会で

用意したパソコンにインストールした後に、発表前に画像等を必ず確認して

ください。 

 

８．配布資料・及びパワーポイントの映像について： 

当日の配布資料がある発表者は、50 部を目安に当日持参して下さい。大会事

務局では、印刷・コピー業務は対応できませんのでご注意下さい。また配布

資料及びパワーポイントの映像の作成については、日本社会福祉学会の「研

究倫理指針」を十分確認してください。 

 

mailto:dpjxc602@yahoo.co.jp
mailto:dpjxc602@yahoo.co.jp
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８．発表が成立する条件について 

「自由研究発表」及び「特定課題セッション発表」は、原則、本人が発表し

た上で、分科会の開始から終了まで筆頭発表者が参加することで「発表成立」

とします。途中退席した場合には「発表不成立」となるのでご注意ください。 

 

9．発表要旨集掲載原稿の様式と研究倫理の点について 

発表要旨集掲載原稿については、以下の要領で作成して下さい。なお、原稿

統一のため、レイアウトを一部事務局で訂正を加える場合があります。 

 

（１）原稿の様式（フォーマット例は 8ページ参照） 

① 枚数  1 発表につき A4 縦 2枚（横書き） 

② 余白  上下左右 25 ㎜ 

③ 文字数 １ページ 40 字×40 字 

④ フォント 主題：12 ポイント MS ゴシック・中央揃 

副題：10.5 ポイント MS ゴシック・中央揃 

所属：9ポイント MS 明朝、氏名：10 ポイント MS 明朝 

会員番号：9 ポイント MS 明朝 

キーワード：9ポイント MS 明朝（３つ） 

見出しおよび本文：10.5 ポイント MS 明朝（だ・である調で記入） 

⑤ 記述内容 １．研究目的 

２．研究の視点及び方法 

３．倫理的配慮 

４．研究結果 

５．考察 

 

＊掲載原稿の様式が指定と違う場合、研究倫理の点から発表にそぐわないと実行委員会が判断し

た場合は受理しません。要旨作成の際には、日本社会福祉学会の「研究倫理指針」を十分確認し

てください。 
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（＊1行空白） 

主題: 12pt ゴシック・中央揃 

－副題: 10.5pt ゴシック・中央揃－ 

○ 9pt明朝大学  氏名 10.5pt明朝（会員番号9pt） 

中国 太郎（□□大学・会員番号）、四国 花子（△△大学・会員番号） 

キーワード3つ：9pt 明朝・中央揃 

 

１．研 究 目 的 

 

 

 

 

２．研究の視点および方法 

 

 

 

 

３．倫理的配慮 

 

 

 

 

 

４．研 究 結 果 

 

 

 

 

 

5．考 察 
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氏名 

フリガナ 所属 

 

会員番号 

連絡先 

住所 〒 

 

 

ＴＥＬ： ＦＡＸ： 

 

Ｅ－ｍａｉｌ： 

 

 

1．参加区分（○で囲んで下さい） 

 

会員  ・  非会員  ・  申請中  ・  学生（院生含む） 

 

２．自由研究発表・特定課題セッションについて（○で囲んで下さい） 
  

自由研究発表 ・ 特定課題セッション発表 ・ 発表しない 
 

【テーマ】 

 
【発表使用機器】PC：Microsoft Office Powerpoint2010 （○で囲んで下さい） 

 

使用する ・ 使用しない 
 

３．お弁当について（○で囲んで下さい） 
 

申し込む  ・  申し込みしない 
 

４．懇親会について（○で囲んで下さい） 
 

参加する  ・  参加しない 
 

５．駐車場の利用について 
 

利用する  ・  利用しない 

 

【通信欄】＊大会について質問・ご意見があればご記入ください。 

 

 

◎ 自由研究及び特定課題セッション登録締め切り   2015 年 5 月 29 日（金） 

◎ 自由研究及び特定課題セッション発表要旨締め切り  2015 年 6 月 05 日（金） 

◎ 事前参加及び懇親会申し込み締め切り    2015 年 6 月 19 日（金） 

申込先：（郵送の場合）〒799－2496 愛媛県松山市北条 660 番地 聖カタリナ大学 高杉研究室 

（E-mail の場合）  dpjxc602@yahoo.co.jp 【大会申込専用アドレス】 

（FAX の場合）    089-993-0900 

日本社会福祉学会 中国・四国地域ブロック 第 47 回愛媛大会参加及び発表申込書 

mailto:dpjxc602@yahoo.co.jp

